
 

 

 

 

薬価基準改定の概要 

 

１．実施時期 

   官報告示：平成２８年３月４日（金） 

   実  施：平成２８年４月１日（金） 

 

２．改定の主な事項 

（１）薬価調査結果に基づき、薬価基準を全面改定したこと。 

 

（２）薬価算定方式については、平成２８年2月１０日の中医協において了解された 

  「薬価算定の基準」に基づき、市場実勢価格加重平均値調整幅方式により算定した 

  こと。 

    

                  当該既収載品の保険医療 

                  機関等における薬価算定 

薬価  ＝    単位あたりの平均的購入    ×   １＋消費税率（0.08）   ＋ 調整幅 

                  価格（税抜市場実勢価格             (地 方 消 費 税 分 を 含 む ｡) 

                  の加重平均値） 

    

（３）調整幅については、改定前の薬価に２％を乗じた額としたこと。 

 

（４）薬価改定率は、医療費ベースで▲１．２２％（薬剤費ベースで▲５．５７％）

であること。このほか、通常の市場拡大再算定による薬価の見直しは、医療費

ベースで▲０．１９％（薬剤費ベースで▲０．９０％）であること。 

なお、上記のほか、市場拡大再算定の特例を実施。 

 

 （５）薬価基準の収載医薬品の告示数は、次のとおりであること。 

 内 用 薬 注 射 薬 外 用 薬 歯科用薬剤 合   計 

告示数 9,617 3,871 2,411 26 15,925 

照会先：保険局医療課 

課長補佐 安川・花谷 

主査 大坪 

（内線）３２９０・３１８４ 



（参考） 

Ⅰ 新薬創出・適応外薬解消等促進加算 

１．加算の対象となる品目 

１）以下の要件を全て満たす新薬について、市場実勢価格に基づく算定値に対して

加算。 

①薬価収載後 15 年以内で、かつ後発品が収載されていないこと。 

②市場実勢価格と薬価との乖離が、薬価収載されている全医薬品の平均を超え

ないこと。 

③厚生労働省による開発要請品目又は公募品目について開発に向けた取り組み

を行う企業が製造販売するもの、又は「真に医療の質の向上に貢献する医薬品」

の研究開発を行う企業が製造販売するもの。 

④再算定対象品でないこと。 

２）加算要件を満たした成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 １９０ １６２ ６４ ４１６ 

品目数 ３７６ ３２３ １２４ ８２３ 

３）加算率 

０～５．４１％ 

４）加算により薬価が維持された品目の割合 

   ６５６品目／８２３品目＝７９．７％ 

５）後発品のない先発品全体に占める加算対象の品目の割合 約３7％ 

６）対象品目リスト及び会社リスト（別添１及び２） 

 

２．加算相当額を返還した品目 

１）前項１）①又は③の要件を満たさなくなった新薬については、市場実勢価格に

基づく算定値から、これまでの薬価改定において加算を受けた相当額の総額を控

除。 

２）加算額を返還する成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 ２９ ２７ １３ ６９ 

品目数 ４４ ５２ １６ １１2 

 ３）対象品目リスト（別添３） 

 



Ⅱ 後発品への置換えが進まない先発品の特例引き下げ 

１）最初の後発品収載から 5 年を経過しても後発品への置換え率７０％未満となる先

発品（希少疾病用医薬品等を除く。）について、市場実勢価格に基づく算定値から

次の率を引下げ。 

イ 置換え率が３０%未満のもの         ２．００％ 

ロ 置換え率が３０%以上５０％未満のもの    １．７５% 

ハ 置換え率が５０%以上７０％未満の既収載品 １．５０％ 

２）対象品目の成分数・品目数 

 引下げ率（%） 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成
分
数 

２．００ ８５ ３５ ４３ １６３ 

１．７５ １３０ １３ ２５ １６８ 

１．５０ ６１ ３２ １５ １０８ 

合計 ２７６ ８０ ８３ ４３９ 

品
目
数 

２．００ １５０ １１９ １３１ ４００ 

１．７５ ２８８ ４２ ６１ ３９１ 

１．５０ １６５ ７７ ２４ ２６６ 

合計 ６０３ ２３８ ２１６ １０５７ 

３）対象品目リスト（別添４） 

 

Ⅲ 市場拡大再算定及び効能変化再算定 

１）市場拡大再算定の対象品目の成分数・品目数 

 市場拡大再算定 特例拡大再算定 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 １３ ７ ０ ２０ ３ １ ０ ４ 

品目数 ３５ ９ ０ ４４ ４ ２ ０ ６ 

なお、先発品のみ成分数・品目数を示す。 

 

２）効能変化再算定の対象品目の成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 １ ０ ０ １ 

品目数 ３ ０ ０ ３ 

 

３）対象品目リスト（別添５） 



Ⅳ 小児適応又は希少疾病の効能追加等並びに真の臨床的有用性の検証に係る加算 

１）小児適応の効能追加等に係る加算の対象品目の成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 ４ ２ ２ ８ 

品目数 １３ ３ ２ １８ 

２）希少疾病の効能追加等に係る加算の対象品目の成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 ４ ９ ０ １３ 

品目数 ８ ２３ ０ ３１ 

３）真の臨床的有用性の検証に係る加算の対象品目の成分数・品目数 

 内用薬 注射薬 外用薬 合計 

成分数 １ ０ ０ １ 

品目数 ２ ０ ０ ２ 

４）対象品目リスト（別添６） 

 

Ⅴ 不採算品再算定 

１）不採算品のため現行薬価から引上げを行ったもの 

対象成分：４７成分 

品 目 数：１１１品目 

２）主な品目 

成分名 規格単位 改定前薬価 改定後薬価 備考 

エトトイン 1g 38.50 50.10 抗てんかん剤 

タイソウ 10g 15.30～17.10 24.30 生薬 

トウニン 10g 25.20 50.40 生薬 

乳酸リンゲル 
500mL1 瓶 

500mL1 袋 
155～157 200 血液代用剤 

アクチノマイシンＤ 0.5mg1 瓶 1855 2226 抗腫瘍性抗生物質製剤 

亜鉛華 10g 19.00～20.40 26.70 鎮痛,消炎剤 

白色ワセリン 10g 9.20～16.30 23.40 軟膏基剤 

 



Ⅵ 基礎的医薬品 

１）下記の要件を満たす医薬品について、最も販売額が大きい銘柄に価格を集約し、

その薬価を維持。 

イ 医療上の位置付けが確立し、広く臨床現場で使用されていることが明らか

であること 

ロ 当該既収載品並びに組成及び剤形区分が同一である全ての類似薬のうち、

薬価収載の日から 25 年を経過しているものがあること 

ハ 当該既収載品と組成及び剤形区分が同一である類似薬がある場合には、当

該既収載品を含む類似薬の平均乖離率が、全ての既収載品の平均乖離率を超

えないこと 

ニ 当該既収載品の市場実勢価格の薬価に対する乖離率が、全ての既収載品の

平均乖離率を超えないこと 

対象成分：１３４成分 

品 目 数：４３９品目 

２）対象品目リスト（別添７） 

 

Ⅶ その他 

薬価基準収載品目の分類別の品目数及び市場シェア 

 

平成２７年９月薬価調査 

（品目数は平成２８年４月時点、数量シェア及び金額シェアは平成２7 年９月調査時の数量、

薬価による。） 
 

 品目数 数量シェア 金額シェア 

先発医薬品 
後発品なし 2,246 １８．０％ ５５．９％ 

後発品あり（A） 1,583 ２６．１％ ２４．９％ 

後発医薬品（B） 8,555 ３３．５％ １２．４％ 

その他の品目（局方品、生薬等） 3,541 ２２．４％ ６．８％ 
 

後発医薬品の数量シェア※（新指標）＝（B）／〔（A）＋（B）〕 ＝５６．２％ 

※「後発医薬品のさらなる使用促進のためのロードマップ」（平成 25 年 4 月厚生労働省）より 
 

注１）「後発医薬品」とは、薬事法上新医薬品として承認されたもの以外のもの（その他

の品目を除く。）をいう。 

注２）「その他の品目」とは、局方品、漢方エキス剤、生薬、生物製剤（ワクチン、血液

製剤等）及び承認が昭和４２年以前のものをいう。 

注３）小数点第二位を四捨五入しているため、シェアの合計は必ずしも 100.0 とはなら

ない。 


